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1. はじめに 

現在，地球温暖化防止のために様々なシステ

ムが開発されている．現在の部門別エネルギー

消費の動向を見ると，民生部門のエネルギー消

費量は，1970年代から右肩上がりに上昇し，

2000年からは横這いになっている．民生部門は

家庭部門と業務部門の2つの部門から構成される．

家庭部門では，年々，家庭用機器のエネルギー

消費量が増加傾向にある．また，家庭では近年，

オール電化住宅の普及に伴い，電気が家庭で最

も多く利用されるエネルギーとなった．一方，

業務部門は，2004年以降，ほぼ横這いで推移し

ている1)．したがって，国内の消費エネルギーの

34パーセントを占める民生部門における電気の

消費量の軽減が省エネルギーに有効である． 

このような背景の下，電気機器の消費電力情

報の収集，消費電力の見える化および省電力化

ポリシによる消費電力の軽減を目的とした，統

治型アーキテクチャーを用いた消費電力計測シ

ステムが提案されている 2)．このシステムは，管

理サーバと機器制御サーバ，アクチュエータ，

センサで構成される．管理サーバは，機器制御

サーバが測定した電気機器の情報を一元管理す

る．機器制御サーバは，電気機器の情報を定期

的に取得し，その情報を管理サーバに送信する．

また，機器制御サーバは省電力化ポリシに従い

電気機器を制御する． 

本研究は，計測対象の機器の増加に伴う，管

理サーバにかかる通信量の負荷と計測情報量の

増加の問題について検討する．そして，この問

題を統治型アーキテクチャーで解決する方法を

検討する． 

2. 統治型アーキテクチャー 

統治型アーキテクチャーとは，統一規格の双

方向型統治モデルを実現するアーキテクチャー

である 2)．双方向型統治モデルの仕組みをアーキ

テクチャーの要素として組込むことにより，各

アプリケーションは機能を呼び出すことで，統

一規格の双方向型統治モデルを比較的容易に実

現する． 

双方向型統治モデルは，サーバコンピュータ

ーから各種端末によるクライアントコンピュー

タに対して，統治の支持(ポリシ)が送信される．

クライアントコンピュータは，ポリシを実行し

た結果である状態情報をサーバに返信する．サ

ーバはそれらを集約し，必要に応じて新たなポ

リシを送信することを続けていくモデルである． 

3. 消費電力計測システムの概要 

 統治型アーキテクチャーを用いた消費電力計

測システムの構成図を図 1 に示す．このシステ

ムは，管理サーバと複数の機器制御サーバ，ア

クチュエータ，センサで構成される．管理サー

バは計測情報の管理と情報の見える化，省電力

化ポリシを作成する．機器制御サーバはセンサ

を利用し，計測対象の電気機器の情報を収集す

る．そして，収集した情報を管理サーバに送信

する．また，省電力化ポリシに従い，アクチュ

エータを利用し機器を制御する．アクチュエー

タは対応する機器に対し制御命令を実行し，機

器を制御する．センサは機器の消費電力や環境

情報を収集する． 

 統治型アーキテクチャーのサーバは管理サー

バにあたり，クライアントは機器制御サーバに

あたる． 
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4. 管理サーバの負荷軽減方法の検討 

 本システムは家庭や大学，オフィスなどで利

用する．したがって，大学やオフィスなど規模

が大きい場合は，計測対象の機器の増加が考え

られる．この場合，機器制御サーバから管理サ

ーバに送信する計測情報が多くなり，管理サー

バに通信量の負荷がかかると考えられる．また，

その計測情報をすべて管理する管理サーバの計

測情報量の増加が考えられる． 

 これらの問題に対し，システム独自の転送圧

縮やデータサマライズするのではなく，統治型

アーキテクチャーの要素として組込む方法つい

て検討する．統治型アーキテクチャーの要素と

して組込むことにより，統治型アーキテクチャ

ーを利用してシステムを開発する際，このよう

な問題に対する対策は不要となる． 

4.1 管理サーバの通信負荷の軽減方法 

 提案手法のフローを図 2 に示す．提案手法は，

機器制御サーバにおいて一時的に計測情報を保

持する．管理サーバは周辺ネットワークと自身

の負荷が低い時に，機器制御サーバにおいて一

時的に保持している情報を収集する．この際，

すべての機器制御サーバから同時に情報を送信

するのではなく，１台ずつ順に送信する． 

 本システムはリアルタイムで計測情報を参照

する必要がある．しかし，最新の計測情報は機

器制御サーバが保持するため，管理サーバで把

握することができない．このため，機器制御サ

ーバが計測した情報を即時に管理サーバへ通知

すべきかをあらかじめ決めた条件に従って判断

する．条件に一致する場合は管理サーバに通知

する．管理サーバは条件の変更が必要な場合は

新たな条件を機器制御サーバに送信する． 

 提案手法の問題点として，最新の計測情報が

機器制御サーバに分散管理されている．したが

って，最新の情報を常に管理サーバで把握する

システムでは，この方法が利用できない．した

がって，システムの種類によって，手法を使い

分ける必要がある． 

4.2 管理サーバの計測データ量の軽減方法 

 提案手法は，利用する可能性が高い情報をデ

ータベースで管理し，利用する可能性が低い情

報をデータベースから取り出し，圧縮して管理

する．圧縮して管理することにより，データベ

ースで管理するより約 10 分の１の容量で管理す

ることができる．利用する可能性が低い情報へ

のアクセスは，圧縮したデータを解凍して，デ

ータベースに再配置する必要があるため，アク

セススピードは落ちる． 

 この考えを統治型アーキテクチャーの要素と

して組込むには，統治型アーキテクチャーを利

用するシステムによって利用する可能性が高い

情報と低い情報の定義方法が問題となる． 

 統治型アーキテクチャーを利用するシステム

の種類として，2 種類が考えられる．1 つは，サ

ーバに集まった情報をポリシ作成のみに利用す

る場合である．この場合，すでにポリシを作成

する為に利用した情報を再利用することは少な

いと考えられる．したがって，これらの情報は

利用する可能性が低い情報と定義できる．他の 1

つは，サーバに集まった情報を，ポリシ作成と

見える化に利用する場合である．この場合，ポ

リシ作成に利用していない情報と見える化に必

要な情報を利用する可能性が高い情報と定義で

きる．見える化に必要な情報は，システムによ

って異なるため，統治型アーキテクチャーの仕

組みとして定義することはできない．したがっ

て，見える化に必要な情報は統治型アーキテク

チャーを利用するシステムによって定義する必

要がある． 

5. まとめ 

 計測対象の機器の増加に伴う，管理サーバに

かかる通信量の負荷と計測情報の増加の問題が

ある．この問題について，統治型アーキテクチ

ャーの要素として組込む方法を検討した．通信

量の負荷は機器制御サーバで一時的に計測情報

を蓄積し，負荷の低い時に計測情報を管理サー

バに送信する方法を検討した．計測情報の増加

は，利用する可能性が低いデータをデータベー

スから取り出し，圧縮管理する方法を検討した． 

 今後の課題として，最新の情報を常に管理サ

ーバで把握するシステムにおける通信量の負荷

軽減方法の検討が必要である．計測情報の増加

に関しては，圧縮して管理する情報へのアクセ

ス回数をさらに減らす仕組みを検討する必要が

ある． 
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図 2通信負荷の軽減方法のフロー 
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